
Kintetsu Department Store
Integrated Report
近鉄百貨店　統合報告書



Contents

トップコミットメント 03 τοϓίϛοτϝϯτ

事業紹介 09 ಺༰ۀࣄ
11 Ҭྖۀࣄ

価値創造 07 Ձ஋૑଄ϓϩηス
07 Ձ஋૑଄ͷྺ࢙

経営戦略 12 ௕ظビδϣϯ
13 தܦظӦܭը
15 %9ઓུ

サステナビリティ 16 &4(ํ਑ͱॏ要՝୊ͷઃఆ
17 ஍Ҭڞ૑ͷ࣮ݱ
19 ஍ڥ؀ٿ΁ͷݙߩ
21 ͷឺͱ੒௕ޓͷ૬ۀاਓͱݸ
23 ίʔϙϨʔτ・Ψόナϯス

財務・非財務情報／
会社概要

24 財務情報
25 非財務情報
26 会社概要

���૑଄ͱֵ৽ͷ࢟੎Λ΋ͬͯɺੵ ໨ඪͱऔ૊Ήʹ׶Ռۃ

Δ͢࢓ͷ೦Λ΋ͬͯไँײ٬ୈҰͷਫ਼ਆʹప͠ɺ·͜͝Ζͱސ���

���ΑΓΑ͖ੜ׆ͷఏҊऀΛ໨͠ࢦɺັ ྗ͋Δళͮ͘Γʹ౒ΊΔ

���૬ޓ৴པΛج൫ͱͯ͠ɺऔҾઌͱͷڞଘڞӫΛ͸͔Δ

���ཧղͱڠௐʹ΋ͱͮ͘ਓؒؔ܎Λथཱ͠ɺಇ͖͕͍ͷ͋Δ৬৔ڥ؀Λͭ͘Δ

Ӧํ਑ܦ

お客さまともっと
“つながる場”を創造します

「くらしを豊かにするプラットフォーマー」を目指して

本統合報告書は、株主・投資家の皆さまをはじめとしたすべてのステークホル
ダーの皆さまに、近鉄百貨店グループが持続的な企業価値向上に向け、
どのように事業ポートフォリオを変革しようとしているかについて理解を深め
ていただくために発行しています。編集にあたっては、経済産業省が発表し
た「価値協創ガイダンス2.0」などを参照しています。

ฤूํ਑

本統合報告書における業績予測に関する記述は現時点で入手可能な情報に
基づき、当社が判断した予測であり、潜在的なリスクや不確実性その他の
要因が内在されています。従って、様々な要因の変化により、実際の業績は、
見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。

কདྷͷݟ௨͠ʹؔ͢Δ஫ҙ߲ࣄ

主に2024年度（2024年3月1日～2025年2月28日）を対象としています
が、発行時点の最新情報も可能な限り掲載しています。

ର৅ؒظ

株式会社近鉄百貨店および連結子会社
（※2025年2月末現在の連結子会社）

ର৅૊৫

地域に根差し、皆さまに愛される百貨店へ。
感謝の気持ちを忘れず、笑顔でお迎えします。

地域とともに、豊かなくらしを創造します。

未来を見据え、お客さまに新たな感動を。

近鉄百貨店は、お客さまのくらしに寄り添います。

伝統を大切に、革新でおもてなしを。

あべのハルカスは、
もっと魅力的に進化中！
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「百貨店」から、人々の心を豊かにする
「百“価”店」へ

私たち近鉄百貨店は、創業から90年余りの歳月を歩ん
でまいりました。その道のりは、決して平坦なものではあり
ませんでした。時代のうねり、社会の変容、そして未曽有
のパンデミック。
その都度、私たちは問い続けました。「百貨店とは、一体
何のためにあるのだろうか」と。
そして、私たちが見出した答えが、お客さま一人ひとりの

くらしに寄り添い、人生に彩りをもたらす「価値」を創造する
存在になること。私たちはこの思いを込め、社業を「百“価”店」
へと進化させていくことを決意いたしました。
この思いを具現化するため、私たちは「2036年創業100
周年に向けて」の長期ビジョンを掲げ、このたび「中期経営
計画（2025～2028年度）」を策定いたしました。この計画は、
過去4年間で築き上げてきた、安定した利益を創出する強
固な経営体質を土台に、さらなる成長を目指すものです。

୅දऔక໾社௕ࣥߦ໾һ

߂ོ�ֿؒ

あべのハルカスから始まる、未来への旅
地域との共創、そして未来を育む

人々の営みと、その礎を支える

近鉄商圏の顧客LTV（顧客生涯価値）を
最大化

私たちの旗艦店、あべのハルカス近鉄本店は、開業から
10周年を経て、今、新たな出発の時を迎えています。店舗を
構えるこのあべの・天王寺という街が、古くから歴史と文化、
そして人々のくらしが息づく場所であるように、私たちはこ
の店舗を「価値創造百貨店」として再構築いたします。
都市型百貨店として、ラグジュアリーゾーンの拡張や、
お客さまの「こだわり」や「価値観」にお応えできる「プレミア
ムサロン（仮称）」の新設を通じて、これまでにない特別な
体験をご提供します。それは、ただ商品を選ぶだけではない、
心の琴線に触れるような、パーソナライズされたおもてな
しの場となります。
そして、お客さまから絶大なご支持をいただくデパ地下は、
私たちの誇りであり、強みです。近隣にお住まいの方々はも

ちろん、広域からお越しになるお客さまにも、心が躍るよう
な、毎日が楽しい食体験をお届けします。食品売場の約3割
を刷新し、「ハルカスならでは」の新たなブランドや、地域と
連携した「地域の美味しい」を発信してまいります。
さらに、ライフスタイルや感性の変化に対応し、ファッション、
健康、住空間といったくらしのあらゆる場面で、お客さまの
心が豊かになる提案を続けてまいります。ファッションコンシェ
ルジュ・サロンを新設し、ブランドの垣根を超えてお客さまに
寄り添うコーディネートを提案し、お買い物を通じてお客さ
まとのかけがえのない絆を育んでいきます。

私たちはこれまでも「外商」「KIPSカード」「友の会」といっ
た多様なチャネルを通じて、お客さま一人ひとりと深い信
頼関係を築いてまいりました。さらに、2024年8月より近
鉄グループ顧客IDを活用する「KIPSアプリ」を導入するこ
とで、百貨店だけではなく、グループ全体として近鉄商圏
のお客さまとの接点を増やすことができるようになりました。
今後のさらなる成長のため、新たな顧客戦略を推進し、外
商部を中心にアテンドサービス、ライフコンシェルジュサー
ビスやデジタル技術の活用などでコンテンツを広げ、お客
さまの様々なライフスタイル、ライフステージに寄り添う事
業を展開してまいります。

私たちの事業は、常に地域との共創の上に成り立ってい
ます。
地域に寄り添い、地域と活きる存在として、私たちは地域
社会の発展に貢献してまいります。
前中期経営計画期間において、地域店の全店黒字化とい

う大きな成果は、地域に根差した店舗が、人々のくらしにとっ
て「なくてはならない」存在であり続けるための、揺るぎない
礎となりました。今後も、駅前という立地の優位性を最大限
に活かし、地域に必要なモノ・コト・サービスを提供し続ける
「価値提供型」店舗へと進化させていきます。
また、私たちは「地域共創」を、単なる活動ではなく、私た
ちの事業の重要な取り組みとして深化させます。大阪府河

不確実性が高まる現代において、私たちの成長の源泉は、
何よりも「人」にあります。社員一人ひとりが、自らの“価”を
見出し、それを最大限に発揮できるような環境を整えること。
これが、私たちが目指す「人的資本経営」です。社長就任以
来、従業員と向き合うことに注力してまいりました。というの
も、百貨店業界はバブル期を境に縮小傾向が続いており、
停滞マインドがはびこっているのではないかと、心配してい
たのです。そこで、従業員アンケートを実施し、大規模、小規
模にかかわらず直接話す機会を設けました。結果は、予想に
反して、従業員の持っている熱い思いをヒシヒシと感じるこ
とができました。もちろん、職場の状況や制度への不満など
耳が痛くなる意見もたくさんありましたが、それは会社をよ
りよくしたい、もっと頑張りたい、という現れであり、まだま
だ当社は成長できるという強い意志を感じました。そこでまた、
私自身がずっと目指してきた「現場力の最大化」こそ最も重
要なことであり、創業100周年を前にしたこの時期にこそ、
取り組むべきことと確信しました。
在宅勤務制度やフレックスタイム制の導入は、社員のワー

クライフバランスを支えるための小さな一歩に過ぎません。
私たちは、さらに一歩踏み込み、従業員一人ひとりが働きが
いを感じ、生き生きと活躍できる環境を築き、相互の成長を
促してまいります。2027年度には人事制度の抜本的改革を

南町の休耕地を活用した自社農場でのいちごやマンゴーの
生産は、社員自らが土に触れ、作物を育む喜びを感じる、私
たちの新たな挑戦の一つです。今後も将来を見据えた新たな
「成長の柱」となる自主事業など、積極的に取り組みます。

梶間社長と課長級社員によるカジュアルミーティング

あべのハルカス近鉄本店2階ウエルカムガレリアにて
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予定しており、人財の確保から、育成、処遇・職場環境の整
備、長く活躍できる仕組みまで、キャリアパスを明確にし、公
正な処遇と適材適所の人財配置を目指します。
また、今年度より取り組む新規事業提案制度「近鉄イノ
ベーションラボ」は、社員のチャレンジ精神と経営マインドを
育む、未来への投資と考えています。全社員を対象に近鉄
百貨店が取り組むべき事業提案を募集しました。すでに応
募期間は終了しておりますが、参加を義務づけたわけでは
ないにもかかわらず、自主的に発想豊かな多種多様な提案
が届きました。第一回目なので、ぜひ、提案の中から事業を
実現させ、社員一人ひとりがチャレンジする社内風土を醸成
したいと思います。
一方、今後の事業展開を考える中で必須なものが、DX推
進だと考えています。デジタル技術は、私たちをより遠くへ、
より深く、お客さまとつなぐための大切なツールになります。
全社のデジタルリテラシーを向上させ、DX推進人財を育成
することで、リアルな店舗体験とデジタルの利便性を融合さ
せ、お客さまのくらしに新たな価値と体験を創造します。こ
の取り組みは、単なる業務効率化に留まらず、少人数化でも
高品質なサービスを維持・向上させるための重要な基盤と
なります。社員全員にスマートフォンを貸与し、生成AIの活
用を拡大するなど、働く環境そのものを変革し、お客さまへ
のサービスの向上を目指します。

新たな事業の種をまく

株主の皆さまとの共創

ＥＳＧ経営の推進 結びに

環境負荷の低減に向けた取り組み

個人と企業の相互の絆と成長
地域との絆を深める「地域共創型百貨店」

私たちは、百貨店事業の進化に加え、将来を見据えた新
たな事業ポートフォリオへの種まきを進めています。当社グ
ループの強みや資産を活用して多角化を目指します。食料
品の製造・販売から飲食事業など、新規事業を立ち上げ新
しい価値を提供していきたいと考えています。また、建装事
業では、長年百貨店をはじめ商業施設の空間創造で培った
ノウハウを活かし、グループ外のお客さまへも積極的に魅力
ある空間の提案を行い、事業領域を拡大します。加えて、法
人外商の商事機能も強化し、企画開発から卸・販売まで手
掛ける事業体を目指し、新たなビジネスチャンスを創出しま
す。高収益部門へ成長したフランチャイズ事業のノウハウを
百貨店事業の深耕や新たな事業ポートフォリオの構築など
に活かしていきます。

私たちの成長は、株主の皆さまのご支援があってこそで
す。これまでの安定的な配当方針に加え、2025年度からは
連結配当性向目標（30％目安）を設定し、業績に応じた株主
還元を強化してまいります。財務健全性を維持しつつ、市場
との積極的な対話を通じて、皆さまとの関係性をさらに深め、
ともに未来を創造してまいります。株主優待の利便性向上
など、株主の皆さまに寄り添う施策も進めてまいります。

近鉄百貨店のサステナビリティは、企業の経営理念である
「市民生活の向上と地域社会の発展への貢献」を根幹とし
ています。この理念のもと、「地域に寄り添い、地域と活きる」
というESG方針を掲げ、地域との共存共栄、地球環境への
配慮、社員一人ひとりの成長という3つの柱を中心に、様々
な取り組みを進めています。それは、これまでご説明してきた
「2036年創業100周年にむけて」具現化しようとする中期
経営計画とも合致するものです。

近鉄百貨店は、創業から、常に変化を恐れず、果敢に挑戦
し続けてきました。この中期経営計画は、私たち自身の変革
への決意であり、未来へ向けた熱い想いの結晶です。私た
ちは、百貨店という枠を超え、人々の心を豊かにする「百“価”
店」として、社会に、そしてお客さまのくらしに、新たな物語
を紡いでいくことをお約束いたします。2025年に開催され
た大阪・関西万博では、会場内オフィシャルストアの出店や、
ハルカス本店での関連イベントを通じて、関西の玄関口とし
ての役割を果たし、日本、そして世界の皆さまに、近鉄百貨
店の魅力を発信してまいりました。
これからも、温かいご支援を賜りますよう、心よりお願い
申しあげます。

地球全体の気候変動による災害の発生が顕著になってい
る深刻な状況を鑑み、2050年のカーボンニュートラルを目
標に、LED照明や省エネ機器の導入を積極的に進め、エネ
ルギー使用量の削減に努めています。衣料品回収プロジェ
クトや、容器・包装資材の削減など、資源の有効活用にも力
を入れています。
また、あべのハルカス近鉄本店では、ビル全体でレスト
ラン街などから出る生ごみをバイオガスに変換し、熱や電
気として活用する設備も導入しており、お客さまやお取引
先さま、近鉄グループとの連携など、様々なステークホル
ダーのご協力を得ながら、継続して取り組んでいます。

当社の成長を支える重要課題の一つである人的資本に
ついては、前述のとおりですが、ワーク・ライフ・バランスの
実現のため、フレックスタイム制や在宅勤務制度を導入し

私たちは、地域とともに成長・発展する「地域共創型百貨
店」を目指しています。地域の魅力ある産品を発掘し、販売

することで地域経済の活性化に貢献します。また、あべのハ
ルカス近鉄本店では市民活動団体やボランティアと連携し
たプロジェクト「縁活（エンカツ）」を毎月約６０プログラム展
開しています。すでに10年以上継続している活動で、その
内容は、盲導犬の育成支援や、森林保全につながる間伐材
を使ったワークショップなど多岐にわたります。市民参加型
の活動を通じて、地域社会が抱える課題解決に積極的に取
り組んでいます。

たほか、育児・介護と仕事の両立を支援する制度も充実さ
せています。男性の育児休業取得率も高く推移しています。
また、2025年3月にはカスタマーハラスメントに対する基
本方針を策定するなど、安心して働ける職場環境づくりを
推進しています。さらに、健康診断やメンタルヘルス対策な
ど、従業員の健康をサポートする「健康経営」にも力を入れ
ています。

これらの取り組みは、SDGs（持続可能な開発目標）の達成
にも貢献するものであり、近鉄百貨店はこれからも、社会課
題の解決と企業の持続的な成長の両立を目指していきます。

外商部と沖縄訪問
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価値創造の歴史
2014年
͋΂ͷϋϧΧスۙమຊళ
άϥϯυΦʔϓϯ

近鉄ストア ᷂東海ストア名古屋店 東大阪店 生駒店橿原店 andHoop 上本町YUFURA
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େيඦ՟ళ։ۀ
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1937年
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1920年
京都物産館開業
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1966年
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1986年
ۀళ։ݪ־

1997年 
ੜۨళ։ۀ
૲௡ۙమඦ՟ళ։ۀʢݱ૲௡ళʣ

2000年
)PPQ։ۀ

2008年
BOE։ۀ

2010年
্ຊொ:6'63"։ۀ

インプット ビジネスモデル アウトカム 「
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」と
な
る

2036೥

知的資本
ɹۙమϒϥϯυՁ஋
ɹൢച・ू ٬ϊ΢ϋ΢

顧客資本
૊৫٬ސ

188万人

製造資本
௚Ӧళ・ӡӦࢪઃ・
ɹҩྍϞʔϧ

14店舗　
財務資本
ຊۚࢿ

150億円

人的資本
άϧʔϓैۀһɹ

1,962名
※2025年2月末現在

※2025年7月末現在

中期経営計画(2025～2028年度）

グループ会社との連携

経営資源外部環境

長期ビジョン

新たな価値創造事業会社
＝百“価”店へと生まれ変わる

1. 「百“価”店事業」への進化（事業の進化・深耕）

2. 新たなポートフォリオへの種まき（事業の拡大）

3. 将来への基盤整備（社会構造変化への対応）

4. 「資本コストや株価を意識した経営」の実現
��・��͸1ࡉৄ⾣

��͸1ࡉৄ⾣

くらしに寄り添い、
ソリューションと
クリエーションを提供

社会課題の解決と
事業成長の両立

「豊かなくらしと価値ある生活文化」を
創造・提供し、商圏顧客のLTV最大化を目指す

2028年度

࿈݁Ӧۀརӹ��65ԯԁ
30&ɹɹɹ��9.0ˋҎ্

地域共創の実現
஍Ҭ社会ͷ՝୊ղܾʹऔΓ૊Έɺ

ΠϯΫϧʔγϒͳళͮ͘Γɺ֗ ͮ͘ΓΛਪਐ͠·͢

地球環境への貢献
ಈͱサϓϥΠνΣʔϯ׆ۀࣄ഑ྀͨ͠ʹڥ؀

ϚωδϝϯτΛ௨ͯ͡ɺ஍ڥ؀ٿͷอશʹऔΓ૊Έ·͢

個人と企業の相互の絆と成長
ҰਓͻͱΓ͕ಇ͖͕͍Λ͡ײΔͮ͘ڥ؀ΓʹΑΓɺ

ਓͱۀاͷ੒௕Λ໨͠ࢦ·͢

ΠϯϑϨ

ۚརΞοϓ

ҝସมಈ

σδλϧԽΛؚΊͨ
ٕज़ͷਐԽ

ফඅೋۃԽ

෋༟૚ੈଳ૿

અ໿ܧ޲ࢤଓ

4%(TΛ
ҙࣝͨ͠ܦӦ

ਓతࢿຊΛ
ॏܦͨ͠ࢹӦ

ՁΛגຊίスτ΍ࢿ
ҙࣝͨ͠ܦӦ

再投入

社会的価値

経済的価値

お客さま

地域社会

個人と企業の
相互の絆と成長

従業員

相互信頼と共存共栄

お取引先さま

企業価値の持続的向上

株主さま

��͸1ࡉৄ⾣

運送業

卸・小売業

百貨店業

内装業

Ձ஋૑଄ϓϩηス

価
値
創
造

τ
ỽ
ϓ
ί
ϛ
ỽ
τ
ϝ
ϯ
τ

事
業
紹
介

α
ε
ς
φ
Ϗ
Ϧ
ς
ỹ

ࡒ
຿
ɾ
ඇ
ࡒ
຿
৘
ใ
ʗ
ձ
ࣾ
֓
ཁ

ܦ
Ӧ
ઓ
ུ

7 8Kintetsu Department Store Integrated Report 2025 Kintetsu Department Store Integrated Report 2025

Ձ஋૑଄



͋΂ͷ΢ΣϧビʔΠϯάテϥス

͋΂ͷϋϧΧス
ۙమຊళ

ಸྑళ ళݪ־

࢛೔ࢢళ

্ຊொ:6'63"໊ݹ԰ళʢۙమύοηʣ )PPQ�	ϑʔϓ
 BOE�	Ξϯυ


ੜۨళ

্ຊொళ ౦େࡕళ

࿨Վࢁళ ૲௡ళ

近鉄百貨店は近畿・中部地方を中心に百貨店・商業施設・医療モールを
展開しています。

近鉄線

େࡕ࿷

和歌山店

生駒店

草津店

東大阪店

橿原店

名古屋店
（近鉄パッセ）

あべのハルカス近鉄本店
Ｈｏｏｐ
ａｎｄ

あべのウェル
ビーイングテラス

四日市店

河内長野

道明寺

柏原

河内山本
信貴山口

古市 尺土

近鉄御所

大和八木

橿原神宮前

吉野

布施

長田

竹田

京都

ҏ੎࿷

近鉄名古屋

近鉄四日市

平田町

伊勢若松

伊勢中川 鳥羽

賢島

桑名

伊賀神戸

近鉄奈良

天理平端

大阪難波
大阪上本町

大阪
阿部野橋

࣎լ Ѫ஌

ॏࡾ

ฌݿ
౎ژ

࿨Վࢁ

ಸྑ

େࡕ

ෞذ

上本町店

ඐഀބ

生駒

学研奈良
登美ヶ丘

大和西大寺
奈良店

王寺
新王寺

西田原本

上本町YUFURA

湯の山温泉

14店舗・施設

　サーモン・活魚加工の水産事業を始め、ギフト・催事事業
や近鉄百貨店各店で寿司、惣菜等の自社ブランド店舗等を
展開しています。豊かな食生活の提案者として新たなお取
引先さま開拓や販路拡大を図り、「食」で地域社会に貢献す
る事業会社への転換を目指しています。

（株）ジャパンフーズクリエイト

　メルセデス・ベンツの正規販売店として、新車・認定中古
車を手がけています。大阪・奈良で4店舗を展開し、販売か
らアフターサービスまでの一貫した体制のもと、正規販売店
ならではの質の高い商品とサービス提供によって、多くのお
客さまから高い信頼をいただいています。

（株）シュテルン近鉄

　近鉄グループの一員として多岐にわたるネットワークを活
かし、百貨店、ホテル、文化施設から飲食・小売店舗に至る
まで、企画・設計、施工、家具什器製作、装飾・ディスプレイ
などを総合的に承っています。

（株）近創

　近鉄百貨店グループの物流部門を担う企業として、近鉄
百貨店の商品の宅配事業、各店への商品調達・輸送、館内
物流などを主力事業としております。「正確・迅速・丁寧」を
基本とした質の高い物流サービスを提供し、社会の生活文
化の向上に貢献してまいります。

近畿配送サービス（株）

（株）近鉄友の会

（株）近鉄百貨店

6ࣾ

近鉄百貨店グループ

Է・খചۀ

Է・খചۀ

಺૷ۀ

ӡૹۀ

౰社άϧʔϓ͸౰社ɺࢠ会社�社Ͱߏ੒͞Ε͓ͯΓɺ
Է・খചۀɺ಺૷ۀɺӡૹۀͳͲͷ׆ۀࣄಈΛల։͓ͯ͠Γ·͢ɻ

಺༰ۀࣄ
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「͘Β͠Λ๛͔に͢ΔϓϥοτϑΥʔϚʔ」となΔ

Θ͕社͸ඦ՟ళۀͱ͠ ͯͷ໋࢖Λ਱͠ߦɺࢢຽੜ׆ͷ্޲ͱ஍Ҭ社会ͷൃలʹ
Δ͢ظͷൟӫͱ੒௕Λۀɺ΋ͬͯ社͠ݙߩ

市民生活の向上と
地域社会の発展に
貢献し続ける

զʑ͕ɺৗにཱͪ໭Δݪ఺

ミッション

新たな
価値創造事業会社
百“価”店

へと生まれ変わる

தܦظӦܭըͰ໨࢟͢ࢦ

中期ビジョン

「くらしを豊かにする
プラットフォーマー」

となる

௕ظに໨࢟͢ࢦ

長期ビジョン

ɹۙమ঎ݍ ʮʹ฻Β͢ʯʮಇ͘ʯʮ๚ΕΔʯਓʑʹ͚ͯ޲ɺଟछଟ༷
ͳʮՁ஋ʯΛఏ͢ڙΔʠ৔ʡΛҙຯ͠·͢ɻ͜ Ε·Ͱͷඦ՟ళۀࣄͰ
ഓͬ ʮͨళ಄Ͱͷ઀٬ྗʯʮ֎঎ͱ͍͏͓دʹ·٬͞Γఴ͏ਓత
サʔビスʯʮσδλϧରԠʯͱ͍༷ͬͨʑͳ٬ސ઀఺Λ͔͠׆ɺඦ
՟ళ಺ͷۀࣄͷΈͳΒͣۙమάϧʔϓྗ΋༷͔ͨ͠׆ʑͳϞϊ・
ίτ・サʔビスΛఏ͢ڙΔۀاΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

Q� ͘ Β͠Λ๛͔に͢Δ
ɹ  “ϓϥοτϑΥʔϚʔ”とは 

"� ͓٬͞·に“ͭな͕Δ৔”Λఏ͢ڙΔ͜と

地域に寄り添い、地域と活きる&4(ํ਑

Ӧཧ೦ܦӦཧ೦ܦӦཧ೦ܦӦཧ೦ܦ

໨࢟͢ࢦ

近鉄百貨店でご利用いただけるス
マートフォンアプリ。
　最新情報やクーポンのお届けのほか、
アプリポイント「Kマイル」機能、会員
証・会員カード登録機能を搭載。

　当社グループは、近鉄グループホールディングス株式会社を親会社とした近鉄グ
ループの一員で、流通事業の中核として沿線価値向上を担っています。近鉄グループは
運輸、不動産、国際物流、流通、ホテル・レジャーなど、くらしにかかわる多様な事業を
展開しています。

KIPSクレジットカード KIPSポイントカード

188ສਓ ※KIPSカード、近鉄友の会、外商など
※2025年7月末現在

※近鉄グループホールディングス（株）を含む
※2025年3月末現在

　当社商圏では、大阪南部を中心に、人口約
600万人、足元沿線商圏顧客約260万世帯もの
豊かな人口を有しています。260ສੈଳ

251ࣾ

600ສਓ

商圏人口

　総会員数1６4万人の「KIPSカード」は、近鉄電車、近鉄グルー
プの商業施設、レストラン、ホテルなどでの利用でポイントがたま
る・使えるほか、一部の店舗ではカード提示で割引やサービス
も受けられます。

組織顧客

近鉄百貨店アプリ

　スマートフォンでKIPSポイントの付
与・利用等ができる「KIPSアプリ」が
2024年8月からスタートしました。

KIPSアプリ

近鉄友の会 外商

近鉄グループ

運輸
ʣג೔ຊమಓʢـۙ˔
˔ۙమόス
ϗʔϧσィϯάスʢגʣɹଞ

その他
˔ۙమέʔϒϧωοτϫʔΫʢגʣ
ʣג᫐ʢंـۙ˔ ଞ

流通
ʢ̝גʣۙ మඦ՟ళ
˔ۙమリテʔϧϗʔϧσィϯάスʢגʣ
ʢʢגʣۙ మリテʔリϯάɺʢגʣۙ ঎スτΞʣɹଞ

ホテル・レジャー
ʢ̝גʣۙ మ・౎ϗテϧζ
˔,/5�$5ϗʔϧσィϯάスʢגʣ
ʢ̝גʣւ༡ؗ
ʢ̝גʣ͖ Μ͍͑ɹଞ

国際物流
ʢ̝גʣۙ మΤΫスϓϨスɹଞ

不動産
˔ۙమෆಈ ʣגʢ࢈
ॏަ௨άϧʔϓࡾ˔
ϗʔϧσィϯάスʢגʣɹଞ

近鉄グループホールディングス（株）

KIPSクレジットカード KIPSポイントカード

����೥ʹେيඦ՟ళ։͔ۀΒ਺͑ͯ૑ۀ���प೥Λܴ͑Δ౰社͸ɺ͜ Ε·Ͱ΋༷ʑͳνϟϨϯδΛ͠ ଓ͚ɺৗʹਐԽͯ͠·
͍Γ·͠ ͨɻۙ మάϧʔϓΛ୅ද͢Δখചۀͱ͠ Ίͣɺʮ๛͔ͳࢭ΋͜ͷਐԽ΁ͷาΈΛޙࠓͯ Β͘͠ ͱՁ஋͋Δੜ׆จԽʯΛ૑
଄・ఏ͠ڙɺ঎٬ސݍͷ̡ ̩̫ʢ٬ސੜ֔Ձ஋ʣ࠷େԽΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

「฻Β͢」「ಇ͘」「๚ΕΔ」近鉄商圏

価値提供

Β͘͠ͷϓϥοτϑΥʔϜ
店頭での対応

百貨店
事業

自主事業
（FC・自主・農業）

人的サービス デジタル対応

外商

外部アライアンス

お取引先さま

地域共創
・஍ํ࣏ࣗମ
・஍Ҭۀا
地域の魅力
・஍Ҭ࢈඼
・ମݧɺ情報 地域店

ハルカス
本店

EC
アプリ
SNS

食品事業 BtoB事業 建装事業
その他
運送事業

輸入自動車販売業など
外部店舗

グループデータ連携
ＫIPSアプリ活用

近鉄グループ
● 運輸事業
● 流通事業
● 不動産事業
● ホテル・レジャー事業
● 国際物流事業
● その他事業

঎඼・
サʔビス

Ҭྖۀࣄ ௕ظビδϣϯ�ʙ����೥૑ۀ���प೥ʹ͚ͯ޲ʙ
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新たな価値創造事業会社＝百“価”店へと生まれ変わる

தܦظӦܭըʢ���������೥౓ʣ

ͷ�೥ؒΛɺ͋ޙࠓ ΂ͷϋϧΧスۙమຊళ・֎঎Λ֩ʹɺڥ؀ۀࣄͷมԽʹରԠ͠ɺۀࣄ・ମ੍ΛਐԽ・ਂ ͱҐஔؒظΔͤ͞ߞ
͚ͮ·͢ɻ
·ͷछۀࣄɺ৽ͨͳ֩ͱͳΔ͚޲ʹϙʔτϑΥリΦͷ֦େۀࣄͳ͕Βɺ͠ʹݻڧΛΑΓۀࣄଘط ・͖ҭ੒Λ͏ߦͱͱ΋ʹɺ
社会ߏ଄มԽʹରԠͨ͠কདྷ΁ͷج൫੔උʹΑΓɺ࣋ ଓతͳ੒௕ΛਤΓʮ Β͘͠ Λ๛͔ʹ͢ΔϓϥοτϑΥʔϚʔʯΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

਺஋໨ඪ ౤ܭࢿը

ผ్

基本方針

１

基本方針

2

基本方針

4

基本方針

3

「百“価”店事業」への進化

新たな事業ポートフォリオへの
種まき

「資本コストや株価を意識した経営」
の実現

将来への基盤整備

੒௕౤ࢿ

ઓུతग़ࢿ࿮

ࢿ৽౤ߋ
収益基盤である「あべの・天王寺エリア」への積極投資に加え、将来の成長
への基盤整備に対する投資も実施いたします。

事業成長を押し上げる投資が見込める場合、借入枠も活用します。

ऴ೥౓ʢ����೥౓ʣ࠷ըܭ �Χ೥ʢ���������೥౓ʣ

࿈݁Ӧۀརӹ 65ԯԁ 200ԯԁ

໿100ԯԁ

150ԯԁ

30& 9.0ˋҎ্

350ԯԁ

ʢ�ʣ؋ضళ͋΂ͷϋϧΧスۙమຊళʮリϞσϧʯ
開業10周年を迎えたあべのハルカス近鉄本店は、全館の
約3割をリモデルし、「価値創造百貨店」へ進化します。ラグ
ジュアリーゾーンの強化やデパ地下のリニューアルを通じて、
顧客層の拡大を目指し、都市型百貨店としての魅力を高め、
次世代顧客の獲得を図ります。また、コミュニティ型スペー
スや体験提供を強化し、訪れる楽しさを創出します。

グループの強みを活かし、食品製造・小売事業や建装事
業の強化を進めます。また、法人外商の商事事業への取り
組みや、フランチャイズ事業を基にした外部施設進出を図り、
将来の成長の柱を育成します。地域との共創を通じて、協業

ʢ�ʣਓతࢿຊܦӦ
事業成長の基盤として人への投資を重視し、2027年度
に人事制度を改革します。従業員が働きたいと思える環境
を整え、チャレンジ精神を育む新規事業提案制度を導入す
るなど、個々の価値を最大限に引き出します。
▶ 人的資本の取り組みについてはP21・22にも記載しています

ʢ�ʣ%9ʢσδλϧτϥϯスϑΥʔϝʔγϣϯʣઓུ
全社一体でDXを推進し、顧客とのつながり強化やリアル
店舗のDX、ワークスタイル変革に注力します。4年間で約
20億円の投資を計画し、システムの全体最適化も進めます。
▶ DX推進の取り組みについてはP15にも記載しています

全体戦略においての投資と還元のバランスを重視し、さ
らなる企業成長を図ります。あべの・天王寺エリアへの集中
投資や自主事業の強化を通じて、連結ROE9.0％以上を目
指し、収益性向上を図ります。また、株主還元方針を見直し、
財務健全性を維持しつつ、業績に応じた株主還元を強化し、
株主との関係性を深める取り組みを進めます。

ʢ�ʣ͋ ΂ͷ・ఱԦࣉΤリΞͷັྗ࠷େԽ
あべのハルカス近鉄本店を中心に、4年間で100億円の
投資を計画しています。このエリアは交通利便性に優れ、
緑や文化が豊かな文教地区です。医療モールや商業施設
のリモデルを通じて、訪れる人々も住む人々も、一日中楽
しく過ごすことのできる個性を確立し、「ハルカスタウン」の
魅力を一層高めていきます。

Q: 「百“価”店」とは？

A： モノだけではない、新たな価値提供
を目指すこと

ʮඦʠՁʡళʯʹ ͸ɺϞϊΛද ʮ͢՟ʯͰ͸ͳ͘ɺଟ༷ͳՁ
஋ఏڙΛද ʮ͢ՁʯΛ͜͏࢖ͱͰɺै དྷͷඦ՟ళۀʹͱΒ
ΘΕͣɺ͓ ٬͞·ͷมԽʹ͋Θͤͨサʔビス΍ۀࣄ΁ͷ
νϟϨϯδ΋ؚΊɺ会社ࣗମ͕ੜ·ΕมΘΓɺ৽ͨͳՁ
஋Λఏ͍ࢥ͍͖͍ͨͯ͠ڙΛࠐΊ͍ͯ·͢ɻ

大阪・関西万博の取り組み
関西拠点の百貨店として大阪・関西万博会場にオフィシャルストアを出店しました。百貨店のノウハウを活かし、
大阪・関西の人気企業とのコラボ商品や、地元企業とのオリジナル商品を開発・販売し、世界に向けて大阪・関西、
日本の魅力を発信いたしました。また、あべのハルカス近鉄本店の店内でもオフィシャルストアを拡大したり、関連
イベントを行いました。

Topics

中期ビジョン

2025大阪・関西万博 会場内オフィシャルストア 西ゲート店 KINTETSU ©Expo 2025

ʢ�ʣશ社٬ސઓུ
全社顧客の再定義により新たな顧客政策を推進、近鉄商
圏の顧客生涯価値（LTV）の最大化につなげます。カード別
から顧客層別の政策へ転換、近鉄グループ顧客ID統合を
活用します。あべのハルカス近鉄本店に「プレミアムサロン（仮
称）」を新設し、接遇やサービス面を強化して外商売上高を
約20％増加させます。

ʢ�ʣ஍ҬళͷਐԽ
地域店は、地域の価値向上に貢献し、駅前立地のインフ
ラ機能として、それぞれの地域のマーケットに必要なモノ・コト・
サービスを提供し、「なくてはならない」存在であり続けます。

ʢ�ʣࣗ ओۀࣄͷਐԽ
業種・店舗数を拡大してきたフランチャイズ形態について
は、「量」から事業の生産性向上を目指す「質」への転換を図
ります。フランチャイズ事業で培ったノウハウを百貨店事業
の深耕や新たな事業ポートフォリオの構築など他の事業に
活かし、さらなる成長を図ります。

推進やシナジー創出にも取り組みます。

Ӧઓུܦ
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%9ઓུ ̨̚ ̜ํ਑ͱॏ要՝୊ͷઃఆ
౰社ͷ%9ઓུ͸ʮ٬ސͱͷͭͳ͕ΓڧԽʯʮリΞϧళฮ%9ʯʮϫʔΫスλ

Πϧมֵʯͷ�ຊபͰߏ੒͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ ͷ�ຊபΛ࣠ʹɺσʔλͱσδ
λϧٕज़Λ࠷େ׆ʹݶ༻͠ɺ͢ ΂ͯͷۀࣄͱ࣮務ྖҬʹ͓͍ͯɺ%9΁ͷ
औΓ૊ΈΛՃ଎ͤ͞·͢ɻ͋ Θͤͯɺۀࣄ෦໳ͱ%9ਪਐ୲౰෦໳͕ڞಉ
͢Δਪਐମ੍Λ੔͑ɺ%9ΛݗҾ͢Δਓ財ͷҭ੒ʹ΋औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

Խ͢Δͳ͔Ͱɺ஍Ҭࡶ໰୊Λ͸͡Ίͱ͢Δ社会໰୊͕ΑΓ֦େɺෳڥ؀
ͱͦ͜ʹ฻Β͢ਓʑʹର͢Δۀاͷ社会త੹೚͸·͢·͢େ͖͘ͳΓɺ
ʮ஍Ҭ社会ͷൃలʯͱʮ࣋ଓՄೳͳ社会ͷ࣮ݱʯʹ Λਪਐͯ͠)4&͚ͯ޲
͍͘͜ ͱ͸ɺۀاͱ͠ ͯ໨͢ࢦ΂͖࢟Ͱ͋Γ·͢ɻ
౰社͸&4(ΛΑΓҰ૚ਪਐ͍ͯͨ͘͠Ίɺʮ&4(ํ਑ʯͱऔΓ૊Ή΂͖
�ͭͷॏ要՝୊ΛఆΊ·͠ ͨɻ
&4(ͷਪਐ͸ɺʮ୭ͻͱΓऔΓ͞࢒ͳ͍ʯɺʮ࣋ଓՄೳͳ社会ͷ࣮ݱʯΛ໨
Ӧઓུͷபͱ͠ܦTͷ໨ඪͱ΋݁ͼ͍͓ͭͯΓɺ)%4͢ࢦ ͯऔΓ૊Ή͜ͱ
ʹΑΓɺ4%(Tͷ໨ඪୡ੒ʹ͠ݙߩɺ社会՝୊ͷղܾͱ஍Ҭ社会͓Αͼا
Γ·͢ɻ͍·ͯ͠ࢦͷ࣋ଓత੒௕Λ໨ۀ

理念体系

企業行動指針

ビジョン

経営方針

経営理念ͪͨࢲͷଘࡏҙٛ͸

ຊ࢟੎͸جͷͪͨࢲ

͸࢟͢ࢦͷ໨ͪͨࢲ

ͷ社会ͱͷ͔͔ΘΓ͸ͪͨࢲ

ಈ͸ߦͷͱΔ΂͖ͪͨࢲ

ESG方針

ＥＳＧ方針

地域に寄り添い、地域と活きる
ʔͪͨࢲ͸ɺ஍Ҭ社会ͷ՝୊ղܾʹऔΓ૊Έɺਓͱ Β͘͠ʹ΍͍͞͠社会Λڞ૑͠·͢ʔ

ॏ要՝୊ ओͳऔΓ૊Έ

ᶃ஍Ҭڞ૑ͷ࣮ݱ
地域社会の課題解決に取り組み、
インクルーシブな店づくり、街づくりを
推進します

Ⅰ. 地域共創事業の推進

地域の魅力発信

地域、行政と連携した街づくり

Ⅱ. 地域の防災インフラとしての取り組み 災害支援体制の継続

ᶄ஍ڥ؀ٿ΁ͷݙߩ
環境に配慮した事業活動とサプライチェーン
マネジメントを通じて、地球環境の保全に
取り組みます

Ⅰ. CO2排出量削減

Scope1＋2排出量削減
2030年までに対2015年比▲50％

Scope1＋2排出量削減
2050年までに実質ゼロ化

Ⅱ. サプライチェーン全体のマネジメント 特定プラスチック使用製品の提供量
対2022年比▲25％を継続

ᶅݸਓͱۀاͷ૬ޓͷឺͱ੒௕
一人ひとりが働きがいを感じる環境づくりに
より、人と企業の成長を目指します

Ⅰ. ワーク・ライフ・バランスの実現

育児休職取得率
取得率100％を継続（性別を問わず）

健康経営優良法人認定の取得継続

Ⅱ. ダイバーシティの推進

女性管理職比率
2030年までに25％

再雇用制度の70歳延長段階的導入

障がい者雇用率は法定雇用率以上を維持

１

2

3

DX戦略　3本の柱

システム方針

DX人財の継続した育成と体制の構築

DX戦略  ３本の柱

DX推進人財の育成

システム・インフラ環境の整備

経営・マネジメントのDX

顧客との
つながり強化

リアル店舗
DX

ワークスタイル
変革

顧客とのつながり強化
当社はデータを活用した新たなお客さまとのつながりの強化に取り組んでいます。今年度からは近鉄グループホールディングスの構築

したグループ顧客データ基盤を活用し、今まで取得できなかったKIPSの外部利用データをもとに新たな沿線富裕層を発掘し新規顧客の
獲得を目指します。また、人流データなどの外部データを利用して、当社店舗や競合施設の来訪者情報が正確に把握可能となるため、欠
落していた品揃えやサービスを充実させるための店づくりやテナント誘致活動に活用していきます。

リアル店舗DX
百貨店ならではのリアルな価値体験とデジタル技術を融合させた、新たなお買い物体験の創造を目指します。将来的にはあべのハルカス

近鉄本店の商品を各店舗で購入できる仕組みや、スマートフォンを活用したお客さまの利便性向上やコミュニケーションなど、新しい取り組み
も検討しています。また、各店舗業務のDXとして、新たなデジタルツールの導入やAI活用による省力化・少人化に取り組んでいます。まずは
事務業務の見直し、アルバイトのシフト・勤怠管理や営業資料作成などの効率化を進め、デジタルを活用した店舗のローコスト運営を目指します。

ワークスタイル変革
従業員の生産性を高め、創造性を最大限に引き出すために、働き方変革を積極的に進めています。業務全般の仕組みについて変革す

る視点を持ち、まずは不要な業務・効果の低い業務の廃止に取り組んでいます。また、2025年9月に社員全員へスマートフォンを貸与し、
モバイル端末に適したグループウェアを導入したことで、働く場所や環境に捉われないスピーディーな意思決定や情報伝達が可能となりま
した。さらに生成AIの積極的な活用により、定型業務にかかる時間を削減し、AIとの対話を通じた新たな視点や発想を得ることで、業務
品質を向上させています。今後もAIを活用し、事務作業の大幅な削減と生産性の高い業務へのシフトを進めていきます。

当社のシステム方針はスリム化を重視し、全体最適化を図ります。既存システムのクラウドへの移行を促進し、セキュリティ環
境の強化、拡張性を持ったシステムを構築します。また、基幹システムやPOSシステムといった大型システムの更新については、
部門最適から全社最適への転換をすすめ、業務効率化を図ります。

当社では全社一体となってDXを推進するために、全社のデジタルリテラシー向上と、変革を牽引するDX推進人財の育成に
力を注いでいます。経営層向け研修の実施や、各部門にDX推進責任者を設置するなど、経営層や管理監督職がDXを牽引す
る体制を整えるとともに、各業務部門が主体的にDXを進めるために、部門ごとに「DX推進リーダー」を配置し、研修を通じて
マインドの醸成やITデジタル知識を習得しながら、業務変革に取り組んでいます。現在全社で約40名が任命されていますが、
今後も段階的に育成し、2030年には150名まで増員していく予定です。

Topics

DX推進リーダー研修
ワークショップの様子

当社は経済産業省が定めるDX（デジタルトランスフォー
メーション）認定制度に基づき、「DX認定事業者」の認定
を2025年7月１日に取得しました。

Ӧઓུܦ サステナビリティ
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2025年７月に医療モール「あべのウェルビーイングテラス」
をオープンしました。地域住民の「ウェルビーイング」な生活
を支援することを目的に、地上４階建ての医療モール内にク
リニックのほか、レストラ
ンや調剤薬局を備えてい
ます。あべのハルカス近
鉄本店・Hoop・andとと
もに「ハルカスタウン」の
一部として地域住民やエ
リア外からのお客さまに
新たな価値を提供します。

2025年10月、学校法人立命館と近鉄百貨店は連携・協
力に関する協定を締結しました。立命館大学びわこくさつ
キャンパス内には、近鉄百貨店がフランチャイズ形態で運営
する「ファミリーマート立命館大学BKC/S店」がオープンし、
今後もあべの・天王寺エリアおよび草津エリアに焦点を当
て、地域の活性化と、新たな価値創造に向けた取り組みを
進めてまいります。

淀川キリスト教病院・こどもホスピスへクリスマス装飾を行っ
ています。地域の子どもたちが、「ホスピスの子どもたちやそ
のご家族が心温まるクリスマスをすごせますように」と優しい
思いを込めて描いた絵をも
とに、縁活活動団体、ボラン
ティア、近鉄百貨店労働組
合、お客さまがオーナメント
を製作し、お届けしました。

ひまわり架け橋プロジェクトとは 「福島ひまわり里親プロ
ジェクト」から取り寄せた種をハルカス屋上や地域で愛情いっ
ぱいに育て、ひまわりの種を被災
地に届け、元気の架け橋をつなぐ
被災地応援プログラムです。縁
活活動団体や縁活ボランティアに
よって被災地へ届けられた種は、
多くの方に元気を与えています。

஍Ҭڞ૑ͷ࣮ݱ
஍Ҭͱͱ΋ʹ੒௕・ൃల͢Δ஍Ҭڞ૑ܕͷඦ՟
ళͱ͠ ͯɺ஍Ҭͷօ͞·ͱͷަྲྀɺ஍Ҭۀ࢈ͷൃలɺ
ࠓɻ͢·͍ͯ͠ࢪ༩͢ΔऔΓ૊ΈΛ࣮دʹԽੑ׆
ɺ஍Ҭ΁ͷ社会͠ࢦ΋஍Ҭͷ࣋ଓతͳൃలΛ໨ޙ
Λਪਐͯ͠·͍Γ·͢ɻݙߩ

ファミリーマート立命館大学BKC/S店

地域の価値向上・活性化の取り組み

地域社会とのつながり

■ 地域との取り組み

■「縁活（エンカツ）」の取り組み

あべのウェルビーイングテラスオープン

近畿大学×近鉄百貨店

地域の魅力発信

● パープルデー大阪2025（パープルデー大阪×縁活）
● ひまわり架け橋プロジェクト

● 縁活ワンワンプロジェクト

● 縁活サンタ「森のクリスマス」

● 次世代へTSUNAGU写真展

学校法人立命館×近鉄百貨店

農業事業
包括連携協定を締結する近畿大学との取り組みの一環と

して、近畿大学の学生がデザインしたショッピングバッグを
「バレンタインショコラコレクショ
ン2025」の期間中に近鉄百貨店
の９店舗で使用しました。この取
り組みは2025年に５年目を迎え、
地元の大学とのコラボレーション
企画として定着しています。

大和路ショップ（奈良店）、紀州路（和歌山店）、伊勢路テラ
ス（四日市店）、近江路（草津店）や、「プラグスマーケット」（草
津店・四日市店・橿原店・上本町店）では、地域産品を紹介
するコーナーを常設することにより、地域の魅力をお客さま
へ発信し、地域経済の活性化に取り組んでいます。

てんかんに対する理解を深め、患者やその家族を支援す
るための国際的な啓発キャンペーンであるパープルデーを
3月に開催。「てんかんをもつ人を、ひとりぼっちにしない」と
いうメッセージとともに、体験ワークショップや展示プログラ
ム、交流カフェ、音楽ステージなど、多彩な内容を通じて、て
んかんに対する理解を深める機会を提供しました。

盲導犬などの補助犬の育成と引退後の支援を行うプロジェ
クトです。2024年11月11日には、開店前の百貨店で盲導
犬候補生の歩行訓練を開催しました。縁活ボランティアとの
交流会もあわせて実施し、人に寄り添う補助犬の育成や引
退犬支援について、社会で考えて
いくきっかけ作りに取り組みました。

阪神・淡路大震災から30年をむかえた2025年1月。縁活
ボランティア・学生と一緒に「次世代へTSUNAGU写真展」
を開催しました。神戸の語り部さんよりお話を伺い、「人と防
災未来センター」や西宮市から提供いただいた震災当時の
写真と同じ場所を巡り、同じ構図で写真を撮りました。歳月
の流れとともに、震災の風化は進み、震災を知らない若者が
増えていく中で「忘れないこと」「思いをつなぐこと」を大切にし、
学生たちが感じた思いとともに展示しました。

2023年から農業事業に参入し、近鉄いちご「はるかすま
いる」に加え、2024年度より近鉄マンゴー「はるかSweet」
の生産を開始、今夏より販売しています。生産事業の活動
の中で、沿線価値の向上や地域活性化に取り組み、就農人
口の減少や土地の再活用といった地域が抱える課題解決に
取り組んでいます。

あべのハルカス近鉄本店「縁活」
プロジェクトが2021年度GOOD 
DESIGN賞を受賞しました。

「縁活」は、あべのハルカス近鉄本店にある「街ステーション」を舞台に、市民活動団体やボランティア・地域の方 ・々百貨店、そ
してお客さまが一緒になって、日々のくらしや社会をちょっとよくする活動を楽しみながら継続して行っていくプロジェクトです。
現在約390の市民活動団体が登録し、約160名のボランティアとともに活動をしています。各種相談会や体験会、展示・工作な
ど様々な社会貢献プログラムを日々開催して、「街ステーション」だけでなく、あべの・天王寺地域全体に新しい賑わいを生み出
しています。

ʢओͳ׆ಈ಺༰ʣ
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省資源・リサイクルなどの取り組み

気候変動への取り組み　TCFD提言に沿った情報開示

店舗横断で「サステナブルな取り組み」を推進

■ 容器・包装資材削減 ■ 食品廃棄物のリサイクル

レジ袋、紙製手提袋等の容器・包装資材の見直しを適宜
実施し、環境に配慮した素材への変更を行っています。
また、「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」
に伴い、フォーク、スプーン、ストローなどのプラスチック使
用製品の排出抑制について、お取引先さまへのご協力の呼
びかけを行っています。

あべのハルカス近鉄本店のレストラン街や地階の生鮮食
品売場で発生する生ゴミは、分別のうえ、専用のディスポー
ザーに投入しています。ディスポーザーで粉砕された生ゴミ
は、あべのハルカスの地下に設置された「メタン発酵槽」に
送り込まれ、バイオガスを発生させ、熱や電気をつくり、発電
や給湯に利用されています。

ಛఆϓϥスνοΫ੡඼ɹݮ࡟ྔ༺࢖໨ඪ

����೥౓࢖༻ྔ
࣮੷ʢ˞ݪ୯Ґʣ ର����೥౓ ໨ඪݮ࡟

����� ˛����ˋ ����೥·Ͱʹର
����೥౓˛��ˋ

当社は2021年から、不要になった衣料品の回収を各店にて実施するなど、循環型社会の実現に向けた取り組みを実施してき
ました。今後は地球環境だけでなく、「地域にいいこと」や「みんなにいいこと」にもテーマを広げて、店舗横断プロジェクトとして
取り組んでまいります。

（1）ガバナンス （３）指標と目標

（2）リスク管理

（4）戦略

当社は、気候変動対応を含むESG全般の推進のため
「ESG推進委員会」を設置しています。当委員会は取締役
会から権限移譲され、社長執行役員が委員長を務め、環境
問題に関する責任を担っています。当委員会は副社長執行
役員や専務執行役員、常務執行役員などで構成されていま
す。原則年1回以上開催し、脱炭素化のリスク・機会の分析
や具体的施策の検討を行います。重要な業務執行について
は、適時取締役会等の会議体で審議しています。
中期経営計画の長期ビジョンに、ESG方針と重要課題へ
の継続的な取り組みが反映されました。

当社は「ESG方針」と重要課題を策定しており、気候変動
対応を管理する際の指標として、Scope1＋2のCO2排出量
を使用しています。2015年度のScope1＋2のCO2排出量
に対して、2030年度に50％削減し、2050年度には実質ゼ
ロ化することを目指しております。なお、2024年度の排出
量は33.4％の削減となりました。

当社は、ESG推進委員会において、気候変動リスクの識別、
評価、管理の一連のプロセスを実施しています。具体的な実
施プロセスとして、シナリオの予測に基づく将来的なコスト
の試算や、現在の財務情報などの定量値を含めた重みづけ
を実施し、優先的に対応を必要とするリスクを特定しています。
現在当委員会で協議された気候変動リスクについては、

リスク管理委員会へ共有を行うための協力体制を整えてお
り、全社のリスク管理プロセスと統合しています。

当社は、気候変動が将来及ぼす可能性のある影響を把握
し、事業戦略に織り込むことを目的として、シナリオ分析を
行っています。外部機関の公表する複数のシナリオを用い、
「世界の平均気温が産業革命期以前と比較して4℃以上上
昇する場合」と、「パリ協定に基づき、気温の上昇を1.5℃に
抑える場合」の2つの世界観を想定し考察いたしました。
特に影響のあるリスクは異常気象による被害や、カーボン
プライシング制度の導入によるコスト増加と想定しています。
その対応としてエネルギー効率の向上など適応と緩和の両
面で検討と活動を行っております。

2024年11月、あべのハルカス近鉄本店では「ぶつぶつ交換百貨店」
を開催しました。“ぶつぶつ交換”という懐かしくも新たな体験を通じて、
参加するお客さまが『自分には必要なくなったけど、捨てるにはもったい
ない』と感じているものを会場に持ち寄り、ほかの参加者とコミュニケー
ションを取りながら物と物を交換し、自分にとって価値あるものとの出会
いをお楽しみいただきました。

Topics

あべのハルカス近鉄本店
2階ウエルカムガレリア

※単位設定：特定プラスチック製品使用量合計（ｋｇ）/ 対象売場の売上高（百万円）
特定プラスチックとは商品の販売またはサービスの提供に付随して無償で
提供するプラスチック使用製品（容器包装を除く）

もったいないを美味しく解決！
͠༺࢖Λ͍ͪ͝֎֨ن ʮͨ͸Δ͔͢·͍Δ�EF�$IPDPMBUʯ
2025年1月、自社農場で育てた「は
るかすまいる」の規格外品を使用し
たチョコ菓子を各店の「バレンタイン
ショコラコレクション2025」会場を
はじめ、近鉄グループ流通３社等で
販売しました。

リスΫ・ػ会Ұཡද

஍ڥ؀ٿ΁ͷݙߩ
ະདྷʹ͚ͯ޲ɺ஍ڥ؀ٿΛकΓɺ࣍ ੈ୅΁࣋ଓՄ
ೳͳ社会Λ࣮͍ͯ͘͜͠ݱͱ͸ɺͪͨࢲͷ໋ͩ࢖ͱ
΍͍͞͠ઃඋͷಋೖͳͲళʹڥΓ·͢ɻ؀͓ͯ͑ߟ
ฮڥ؀໘Ͱͷলݯࢿ・লΤω΁ͷऔΓ૊ΈʹՃ͑ɺ
͓٬͞·ͱͱ΋ʹͰ͖Δ׆ಈΛ௨ͯ͡$0�ͷݮ࡟΍
॥ܕ؀社会ͷ࣮ݱʹऔΓ૊Έɺ஍ڥ؀ٿͷอશʹ
Γ·͢ɻ͍·ͯ͠ݙߩ

気候関連リスク・
機会の種類

時間軸

近鉄百貨店にとって特に重要な気候関連リスク・機会 評価 対応策短
期

中
期

長
期

リ
ス
Ϋ

Ҡ
ߦ

੓
ࡦ
・
ن
੍

● ●
ʢ୸ૉ੫ͷಋೖʣ
●化石燃料・電力由来のCO2排出に対する課税で、操業コストが増加
● 省エネ設備・再生可能エネルギー導入などの設備投資コストが増加

த
●エネルギー使用量の削減
●高効率製品への切り替え
● Scope3のサプライチェーンマネジメント

ࢢ
৔ ● ●

ʢΤωϧΪʔίスτͷมԽʣ
●再生可能エネルギー拡大による電力会社の負担増に伴い、電力価格
が高騰

த
●エネルギー使用量の削減
●高効率製品への切り替え

෺
ཧ

ٸ
ੑ ● ●

	ҟৗؾ৅ͷܹਙԽʣ
●大規模な自然災害による店舗閉鎖、商品調達停止等による営業損失
の発生

●浸水による電源設備故障など建物復旧に伴う費用が発生

େ
● BCP対策
●分散調達

ػ
会

ධ
൑
・
ࢢ
৔

●
ʢߦ٬ސಈมԽʣ
●豊かなくらしと価値ある生活文化を創造・提供し、顧客LTV最大化
●顧客行動変化による市場創出

େ
●お取引先さまとの協働による取り組み
●環境配慮製品の積極的な投資やPR

サステナビリティ
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人的資本経営に関する主な指標

“個の力”の最大化を目指して

1 採用に関する指標と目標（KPI）※1

2 社内環境整備に関する指標※3

Լ63ه- ʮʹਓ財ҭ੒ํ਑ʯͱʮ社಺ڥ؀੔උํ਑ʯΛ͓ͯ͠ࡌܝΓ·͢ɻ
IUUQT���XXX�E�LJOUFUTV�DP�KQ�DPSQPSBUF�TVTUBJOBCJMJUZ�JOJUJBUJWFT�JOEJWJEVBMT@DPNQBOJFT�IUNM

項　目 単位 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 目標値

৽ଔਖ਼社һ࠾༻਺ ਓ �� �� �� �� ��

͏ͪঁੑ ਓ �� �� � �� ��

ൺ཰༺࠾ੑঁ ˋ ���� ���� ���� ����� ����

ঁੑ؅ཧ৬ൺ཰ ˋ ��� ��� ��� ���� ���� 2030年度　25.0％

৽ଔ౳཭৬ऀ਺˞� ਓ � � � � �

ฏؒ࣌ۀ࢒݄ؒۉ ࣌ؒ ��� ��� ���� ���� ����

ো͕͍ऀޏ༻཰ ˋ ���� ���� ���� ���� ���� 法定雇用率以上を維持

ਖ਼ޏن༻࿑ಇऀͷத్࠾༻ൺ཰ ˋ ���� ���� ���� ���� ����

※1  正社員のみ（障がい者雇用率は全従業員が対象）　※2  就職後3年以内に離職した人数で、離職理由や離職後の就業の状態にかかわらず離職者として算出

ฏۈۉଓ೥਺͓Αͼ཭৬཰
•平均勤続年数　　男性 … 25.4年　女性 … 20.3年　男女 … 22.6年 （2025年2月28日現在）
•離　職　率（※）　　1.89％ （2024年度）

※算出方法　＝ （Ａ）のうち2024年度中に自己都合退職した者（定年退職や契約期間満了退職を除く）
2024年3月1日に社内に在籍する社員（Ａ）

༗ٳڅՋऔಘ཰ （単位 ％）
項　目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

༗ٳڅՋऔಘ཰ ���� ���� ���� ���� ����

࿑ಇൃ֐ࡂੜ݅਺ （単位 件）
項　目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

࿑ಇ֐ࡂ
ൃੜ݅਺ � � � �� ��

Ӧʹؔ͢Δ਺஋�[肥満率の低減・高ストレス者割合の低減]ܦ߁݈ （単位 ％）
項　目 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

ංຬ཰ ���� ���� ���� ���� ����

߹スτϨスऀׂߴ ���� ���� ���� ���� ����

ҭٳࣇ৬౳ʹؔ͢Δ਺஋ͱ໨ඪ （単位 ％）

項　目 2020
年度

2021
年度

2022
年度

2023
年度

2024
年度 目標値

ҭٳࣇ৬
औಘ཰

ʦஉੑʧ
����
ʦঁੑʧ
���

ʦஉੑʧ
����
ʦঁੑʧ
���

ʦஉੑʧ
����
ʦঁੑʧ
���

ʦஉੑʧ
����
ʦঁੑʧ
���

ʦஉੑʧ
�����
ʦঁੑʧ
���

ʤੑผ໰Θͣʥ
���

※3  全従業員が対象（社員・常勤嘱託・エキスパート・パートナー・特別嘱託・アシスタントを含む）

今後、少子高齢化がさらに進むことが予想される中にあっては、社員一人ひとりが生活背景や年齢に関係なくいきいきとその
持てる“個の力”を最大限発揮できる環境を整備することがより重要であるという考えのもと、様々な取り組みを実施しております。

【女性活躍推進】
アンコンシャスバイアス研修や女性管
理職交流会の実施など、組織や個人の
意識醸成に積極的に取り組んでいます。

【服装・身だしなみの原則自由化】
従業員の多様性を尊重し、一人ひとりが輝ける職場づく

りにつなげるべく、2024年11月から、服装・身だしなみを
原則自由化しています。
【副業の解禁】
社員の多様な価値観や働き方を尊重し、優秀な人財の確
保や社内では得がたい知見を活かしたイノベーション創出
につながることを目指し、2024年3月から副業を認めてい
ます。
【障がい者雇用】
当社は長年法定雇用率を達成し続けており、2021年に
は大阪府から「障がい者雇用優良事業所」として表彰を受け
ました。
【定年の段階的引き上げ】
豊富な知識と経験を持つベテラン人財が、より長く活躍
できるよう、また、その知識と経験を後進に引継ぎ当社の今
後のさらなる成長につなげていくため、2026年度から段階
的に定年を現行の60歳から65歳まで引き上げていきます。
【健康経営の推進】
ワーク・ライフ・バランスの向
上や両立支援策の充実などの取
り組みが評価され、2025年3月
に「健康経営優良法人2025（大
規模法人部門）」として3年連続
認定されています。

【充実の支援制度】
働きやすい環境整備を目指して、社員が仕事と家庭を両
立できるよう、各種支援制度の充実を図っています。
● 育児短時間勤務制度
子が中学校に入学する前まで利用できます。2023年
11月からは、育児保育支援補助金を導入し、保育施設の
利用料の一部補助を行っています。

● 介護短日数・短時間勤務制度
要介護者一人につき通算で最長5年間取得できるよう、
2025年4月から延長しました。

● 傷病短日数・短時間勤務制度
病気療養から通常勤務に戻る「ならし期間」として、
2025年4月から取得可能期間を延長し、同一傷病につき
最長1年間取得することが可能です。

● 勤務形態のオプション
短日数勤務では、週3日または週4日を選択できます。

また、短時間勤務では、1日の勤務時間を5時間、5.5時
間、6時間、6.5時間、または7時間の中から選ぶことがで
き、個々の状況にあわせた柔軟な働き方が可能です。

● フレックスタイム制導入
2024年3月から一部の部門でフレックスタイム制を導
入しています。

えるぼし認定マーク

Kintetsuこども参観日の開催 「近鉄イノベーションラボ2025」スタート
2025年8月、社員の子ども

を対象にお父さん・お母さん
がどのような会社で仕事をし
ているのかを実際に見て、体
験するイベントを開催しました。

自らチャレンジする社内風土への改善、人財育成、
新規ビジネス創造を目的に、社員から新規事業の提案
を募集する取り組みを
2025年度から開始し
ました。

名刺交換する様子

Topics

ͷឺͱ੒௕ޓͷ૬ۀاਓͱݸ
౰社͸ඦ՟ళͷ࿮Λ௒͑ͨۀࣄͷଟ֯ԽΛՃ଎

͍ͯ͠·͢ɻͦ ͷΑ͏ͳதɺͦ ΕͧΕͷۀࣄӡӦΛ
୲͑Δࢿ ・࣭ೳྗΛඋ͑ͨਓ財Λҭ੒͠ɺ͋ Θͤͯ
੔උڥһͷଟ༷ͳಇ͖ํʹରԠͰ͖Δ࿑ಇ؀ۀै
ʹऔΓ૊Έ·͢ɻ
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ίʔϙϨʔτ・Ψόナϯス 財務情報

当社は企業統治の基本として監査役制度を採用し、会社
の機関として、会社法に定める株主総会、取締役、取締役会、
監査役、監査役会および会計監査人を設置しております。
また、任意の仕組みとして執行役員制度を採用しており、
経営の意思決定・監督機能を担う取締役と業務執行機能を
担う執行役員の役割を区分することにより、迅速で効率性
の高い企業経営を行っております。
（1）取締役会

（2）指名・報酬委員会

（３）監査役会

（４）会計監査人取締役会は、議長を取締役会長が務め、原則とし毎月１
回開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、取
締役会規程に定める付議事項を決議・報告しております。

取締役会の諮問機関として、取締役会長および社長執行
役員並びに独立社外取締役および独立社外監査役で構成

監査役は４名ですが、うち２名は社外監査役であり、監査
の厳正、充実を図っております。監査役会は原則として毎月
１回開催し、監査役会規程に定める付議事項を決議・協議・
報告しております。

有限責任あずさ監査法人と監査契約を締結しております。

連結財務情報

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

財務数値

売上高 218,351 98,146 107,848 113,506 ���
���

売上総利益 49,454 48,289 53,440 55,634 ��
���

販売費および一般管理費 51,475 49,689 51,873 51,731 ��
���

営業利益 △ 2,020 △ 1,399 1,566 3,902 �
���

経常利益 △ 1,293 △ 572 1,945 3,864 �
���

親会社に帰属する当期純利益 △ 4,949 △ 775 1,893 2,777 �
���

包括利益 △ 4,392 △ 686 2,085 3,393 �
���

総資産 123,420 119,384 118,343 115,364 ���
���

株主資本 32,186 31,765 32,848 34,963 ��
���

純資産 33,643 33,311 34,586 37,317 ��
���

有利子負債（借入金） 17,216 16,841 12,584 6,041 �
���

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,297 2,505 7,564 10,170 �
���

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 3,608 △ 3,304 △ 3,022 △ 2,194 ˚��
���

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,481 △ 715 △ 5,403 △ 7,490 ˚��
���

設備投資 3,534 4,248 2,911 3,700 �
���

減価償却費 5,957 6,080 5,947 5,686 �
���

1株当たり情報

1株当たり当期純利益（円） △ 122.58 △ 19.21 47.38 69.44 �����

1株当たり純資産（円） 833.24 825.03 862.82 934.50 ������

1株当たり配当金（円） ̶ ̶ 10.00 10.00 �����

財務指標

売上総利益率 22.6 49.2 49.6 49.0 ����

売上高販管費比率 23.6 50.6 48.1 45.6 ����

売上高営業利益率 △ 0.9 △ 1.4 1.5 3.4 ���

自己資本利益率（ROE） △ 13.7 △ 2.3 5.6 7.7 ���

総資産営業利益率（ROA） △ 1.6 △ 1.2 1.3 3.3 ���

自己資本比率 27.3 27.9 29.2 32.3 ����

配当性向 ̶ ̶ 21.3 14.5 ����

※当社は2021年度期首より「収益認識に関する会計基準」を適用しております。
※対象組織：株式会社近鉄百貨店と連結子会社（2025年2月末現在の連結子会社）
※2024年度において、連結子会社であった株式会社Kサポートが、2024年10月1日付で株式会社ツーリストエキスパーツ（現株式会社近鉄HRパートナーズ）に
吸収合併され、合併後の新会社株式の一部を売却したため、子会社・関連会社ではなくなり、連結範囲から除外しました。

（単位：百万円、％）コーポレート・ガバナンス体制

取締役会実効性の分析・評価

コンプライアンス・リスクマネジメント

される指名・報酬委員会を設置しており、毎年１回以上開催
することとしております。同委員会では取締役等の指名と報
酬に関して審議し、その結果を取締役会に報告しております。

Լه ʮʹίʔϙϨʔτ・Ψόナϯスʹؔ͢Δ報ࠂॻʯΛ͓ͯ͠ࡌܝΓ·͢ɻ
IUUQT���XXX�E�LJOUFUTV�DP�KQ�DPSQPSBUF�JS�DPSQPSBUF�
HPWFSOBODF�DH@SFQPSU�IUNM
ԼهʹίʔϙϨʔτ・Ψόナϯスମ੍ਤΛ͓ͯ͠ࡌܝΓ·͢ɻ
IUUQT���XXX�E�LJOUFUTV�DP�KQ�DPSQPSBUF�JS�DPSQPSBUF�
HPWFSOBODF�HPWFSOBODF�TZTUFN�IUNM

当社の取締役会は、定期的に取締役会の実効性の分析・
評価を行っております。2025年3月には、取締役および監
査役全員を対象として自己評価を実施し、結果に基づいて
取締役会分析・評価を行いました。
当社の取締役会の構成や運営状況について取締役およ
び監査役の自己評価は概ね肯定的であることに加え、取締
役会付議基準に該当しない事項、新規事業の進捗や取り組
み状況等について報告することにより、非常勤役員が当社
事業の内容について理解を深めることができるよう取り組み、

社外取締役からも多くの意見や質問が出ており、組織の活
性化が図られていることが確認でき、当社の取締役会は重
要事項の意思決定および業務執行の監督を適切に行うた
めの体制は十分に確保されていると判断しております。
一方で、資料の情報量が多く、説明が詳細すぎることがあ

るため、付議の順序や説明の仕方を工夫し、より深い議論が
できるようにするべきであるといった意見も提示されました。
これらの結果に基づき、当社は、継続的に取締役会の機
能向上に取り組んでまいります。

コンプライアンス推進委員会の設置
当社ではコンプライアンス経営を推進するため、代表取
締役社長執行役員が委員長を務める「コンプライアンス推
進委員会」を設置しています。同委員会はコンプライアンス
推進を所管する部門と連携し、運用状況を定期的に把握・
監督することで、法令・企業倫理の遵守を推進します。

リスク管理の体制
当社では、グループ会社を含めたリスクを適切に管理す

ることを目的に、基本的な事項を定めた「リスク管理規程」を
制定し、リスク管理機関の役割や管理体制をはじめ、リスク
レベルに応じた対応等を定めています。
また、全社におけるリスク管理および重大リスク発生時の
各部門の対応を効果的・効率的に調整することを目的に、リ
スク管理委員会を設置し、平常時を含めたリスク管理体制
の運営を行っています。

コンプライアンス相談制度
当社グループで働く従業員（お取引先従業員を含む）から
企業行動にかかわる法令、社内規則および倫理規範に反す
る行動に関し、内部通報・相談を受け付ける窓口として、「近
鉄百貨店（グループ）コンプライアンス相談窓口」を設け、適
切な措置を講じるための体制をとっています。

ԼهʹリスΫ؅ཧମ੍ਤ΍ۀࣄ౳ͷリスΫɺ̓ શ҆৺ͷऔΓ૊ΈΛܝ
Γ·͢ɻ͓ͯ͠ࡌ
IUUQT���XXX�E�LJOUFUTV�DP�KQ�DPSQPSBUF�JS�DPSQPSBUF�
HPWFSOBODF�SJTLNBOBHFNFOU�IUNM
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非財務情報は単体の数値です。

20232020 2021 2022

30,214 29,924 30,095 29,980

20232020 2021 2022

333 333 324 320

8.4 8.7 8.6
10.0

28 29 28 32

※「電気需要平準化評価原単位」の廃止に伴い、2024年度より新基準の係数で算出。
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役員一覧ʢ����೥�݄��೔ࡏݱʣ

株式の状況ʢ����೥�݄��೔ࡏݱʣ

大株主

会社໊ 株式会社近鉄百貨店

ӳ༁໊ Kintetsu Department Store Co.,Ltd.

ઃཱ 1934年（昭和9年）9月

୅දऀ 代表取締役社長執行役員　梶間隆弘

ຊళॴࡏ஍ 大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目1番43号

ຊۚࢿ 15,000百万円

಺༰ۀࣄ 百貨店業、卸・小売業、その他事業

্৔ূ݊औҾॴ 東京証券取引所　スタンダード市場

ظࢉܾ ２月末日

ച্ߴ 連結／115，107百万円
個別／94，630百万円

һ਺ۀै 連結／1，962名（2025年2月末日）
個別／1，519名（2025年2月末日）

ళฮʢ��ళฮʣ あべのハルカス近鉄本店（大阪市阿倍野区）
上本町店（大阪市天王寺区）
東大阪店（大阪府東大阪市）
奈良店（奈良県奈良市）
橿原店（奈良県橿原市）
生駒店（奈良県生駒市）
和歌山店（和歌山県和歌山市）
草津店（滋賀県草津市）
四日市店（三重県四日市市）
名古屋店（名古屋市中村区）

঎ࢪۀઃ Ｈｏｏｐ（大阪市阿倍野区）
ａｎｄ（大阪市阿倍野区）
上本町ＹＵＦＵＲＡ（大阪市天王寺区）

ҩྍϞʔϧ あべのウェルビーイングテラス（大阪市阿倍野区）

૯਺ࣜגՄೳߦൃ 100,000,000株

ͷ૯਺ࣜגࡁߦൃ 40，437，940株

ओ਺ג 36,773名 

ओ໊ג ʣג਺ʢઍג࣋ ൺ཰ʢˋʣג࣋

近鉄グループホールディングス㈱ 25,487 63.0

㈱日本カストディ銀行
（りそな銀行再信託分・
近畿日本鉄道㈱退職給付信託口）

1,445 3.6

日本マスタートラスト信託銀行㈱
（信託口） 1,006 2.5

野村信託銀行㈱
（近鉄百貨店株式需給緩衝信託口） 680 1.7

近鉄共栄持株会 677 1.7

㈱近鉄エクスプレス 515 1.3

㈱奥村組 276 0.7

㈱大林組 276 0.7

㈱きんでん 268 0.7

KNT-CTホールディングス㈱ 256 0.6

（注）1.持株数は千株未満を切り捨て、持株比率は表示桁未満を四捨五入し
て表示しております。
2.持株比率は、自己株式（61,547株）を控除して算出しております。

取締役会長 秋田　拓士

代表取締役社長執行役員 梶間　隆弘

代表取締役副社長執行役員 長野　公俊

代表取締役専務執行役員 八木　徹

取締役常務執行役員 北村　浩

取締役 小林　哲也

取締役 向井　利明

取締役 吉川　一三

取締役 廣瀬　恭子

監査役（常勤） 長田　宏

監査役（常勤） 首藤　恭子

監査役 井上　圭吾

監査役 笠松　宏行

常務執行役員 吉川　和男

執行役員 小山　修

執行役員 荻野　眞弓

執行役員 畑中　弘樹

執行役員 藤田　弘樹

執行役員 和束　紀明

執行役員 卯図　直樹

執行役員 清水　一広

執行役員 森永　英昌

執行役員 花川　京子

執行役員 庄司　直弘

執行役員 佐伯　匡由
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